
 

 

 

2 学期もどうぞ、よろしくお願いいたします。 
【始業式】8/31 

１「聴く力」の実践！ 

 対話力を高めるために、１学期は「聴く」に取 

り組んできました。昨日の始業式では、校長をは 

じめ、それぞれの先生からの話を、写真のように 

顔を上げて話し手の方をしっかり見ながら「聴く」 

が実践できていました。 

 

２ 校長の話 

・夏休みを安全で健康に過ごし、今日、みんなの 

顔が見られたことが何よりうれしい！ 

 ・長い間、お家で生活し、今日から学校生活。体や心がしんどくなったときは、いつでも先生に

言ってください。 

 ・2 学期は、1 学期よりも自分らしく輝いてください。そして、1 学期よりも、もっといいクラ

スにしましょう。もっといい学年に、もっといい学校にできるよう、先生たちとともにがんば

っていきましょう。そのためには、 

「にこにこ生活」まずは、あいさつ。今日の登校中、自分から地域の人に元気よくあいさつす

る児童を見かけました。すばらしいです。 

「きびきび行動」今、しっかりとよい姿勢で話を聞いているのもすばらしいです。きびきび行

動すると、自分も周りの人も気持ちよくなります。 

「どんどん学習」これからも自分らしく、得意なことをどんどん伸ばしてください。そして、

苦手なことにも、一つでもチャレンジして、できるようになるといいですね。 

 

【命のお話】校長より 9/1 

朝の学習タイムの時間に、全校放送で読み聞かせをしました。「６さいのおよめさん」という絵

本です。主人公のけいこちゃんは小児がんになり 6歳で亡くなりました。この絵本は、けい子ち

ゃんのお父さん「鈴木中人」さんという方が作者で、「命の授業」として、全国各地で講演活動を

行っておられます。私も何度か聴かせていただきました。 

〇児童たちに伝えたかったこと 

・命はかけがえのないもので、児童の皆さん一人一人が、 

命をもって生まれてきた大切な存在であること。 

・自分の命を、そして自分を大切にすること。 

友達の命を、そして友達を大切にすること。 

・大切にする気持ちを、言葉や行動に表すこと。 

 〈豊かな心を育む〉自分を大切に、友だちを大切に、よりよい人間関係をつくっていく指導と

して、「命の大切さ」の絵本の話をもとに校長から全校に話しました。 
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